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表Ⅰ-2.5.9 様式-3(1):型 05-1 概査調査票：堰堤工 

(基〉垂直壁 (基1側壁援岸 1水叩き有無

(堆砂高減少の痘跡有無)

水質・計測値等 1

|流量(最大) ν分|水質・計測値等

‘宅島信Lの支'lAv式、)(.， 各項呂で当てはまる状況の番号を記入し、 最も悪い状態についてレベル判定する.また、判定根IJ!Jとする写真番号を示す。

工種・部位
状況(異常な状況がない場合は0とする ①変状レベル ②部位の

項目
復合的な状況その他の場合は9とする) 該当写真

健全度
a 1 b c 1 d (A-D) 

破損・欠損※
1欠損・2ひび割れ・3脱落・4摩耗(天端摩耗)

5.破断・6中詰材の流出(筒枠工等の場合)

ロ 本体 変位・変形※ 1.ずれ・2はらみ出し・3傾倒・4沈下

腐食 1.発錆(籍枠工などの場合)

j先掘 1.基礎地盤の洗縄

破績・欠損※
1.欠慣 2ひび割れ・3脱落・4摩耗

5.破断・6中詰材の流出(筒枠エ等の場合)

堰 ロ 袖 変位・変形※ 1.ずれ・2はらみ出し・3.傾倒・4沈下

1是 腐食 1.発錆(籍枠工などの場合)

工
洗鋸 1.基礎地盤の洗掘

破損・欠損※
1欠損・2ひび割れ・3脱落・4摩耗

5破断・6中詰材の流出(鏑枠工等の場合)

口側壁護岸工
変位・変形※ 1.ずれ・2はらみ出し・3.傾倒・4沈下

腐食 1.発錆(筒枠工などの場合)

洗掘 1基礎地盤の洗慢

施設背面の変状 1吸出し・2陥没・3侵食・4湧水・5構造物背面のすきま

ロ 水叩き 破損・欠領 1欠損・2ひび割れ・3摩耗

※破損・欠損・変位・変形1::5込め土等の流出が伴う場合は、 コメントを残す」と。 | ③施設の問(i吋)
[量も悪い陣世白檀金庫に轟づいて決定]

※①変状レベル(a-d)、②部位の健全度(A-D)、③施設の健全度(i-iv)の11置に各々最も悪い評価を統合し、施設全体を評価する。

③ ← ② ← ① 評価指標

E什zr 置 a 項目に挙げた現象・状況が見られない、もしくは目視困難なほど軽微である ー ーーー(機能低下していない状態)

状 b 項目に挙げた現象・状況に対し軽微な変状がある ーー(本質的に支障はないが放置すると機能低下を招〈恐れがある状態)

2町ZE一レぺ c 項目に挙げた現象・状況に対し限定的(局所的)ではあるが明らかな変状がある ・ ・・・ (機能低下している状態)

2hr 2r J~ d 項目に挙げた現象・状況に対し者しい変状がある ーーー(明らかに機能低下、または機能喪失している状態)

施設周辺地盤状況
口 施設機能に影響する変附る |

口 施設機能に影響する変状がない

その他の状況

(地すベり・崩犠・土石

流の発生状況等)

‘草色色事.sIi 銭当する選択肢にOを付ける。点検者から箆態管理者への伝達事項として『対応の目安Jを示す.

対応の目安 判断目安(原則、判断の目安に沿って選択する。原則とは異なる選択をする喝合lま理由をコメント綱に必ずJ2入する。)

問題なし 施設の健全度が lである場合〈部位の世金度全て仙の渇合)

監視 施設の健全度が"である場合〈部位の健全置でBがつでも含まれる唱合)

軽微な補修 施設の健全度が川である場合(部位の健全度でCが一つでも吉まれる場合}

補修・更新 施設の健全度がIV(部位町健全置でDが一つでも吉まれる場合}であり、かつ要因が明らかである場合や対応方法が明確な場合

要詳細調査 施設の健全度がIVであり、かつ要因が明らかでない場合や対応方法が明確でない場合

緊急対~Hま
の必要

【やが判斬植断た慣目t安③E】人状①的地②後す虫望べ書害発り.生ので田再施懸活股章動I 状況と I 
対応策

-点検結果と対応の目安に対するコメントjJ{ftの芳三主要Eの品'fJE，Ji;'&-i!ffl.置の!f11!JiJAdJ夢
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表Ⅰ-2.5.10 様式-3(1):型 06-1 概査調査票：押え盛土工 

械式-3(1) 型06ー1

‘宅品也(f)変泳レ式、JI" 各項邑で当てはまる状況の番号を記入し、最も悪い状態についてレベル判定する。また、特定栂拠とする写真番号を示す。

状況 (異常な状況が怠い場合lま0とする ①変状レベル ②部位の
エ種・部位 項目 健全度複合的な状況その他の場合は9とする) alb c I d 該当写真 ('-0) 

破損・欠損 1亀裂・2崩落・3侵食・43先掘

ロ
本体

変位・変形 1はらみ出し・2沈下・3隆起
(盛土)

その他変状 1湧水・2その他

押 1欠績・2ひび割れ・3脱落
え 破慣・欠損

4破断・5中詰材の流出(緒枠工などの場合)
盛 法面保護エ
土 ロ {現場打ち法梓工、ブ 変位・変形 1ずれ・2はらみ出し・3傾倒・4沈下
レキャスト法枠工‘石

腐食 1発錆(篇枠工などの場合)強工、情工、縄幡工.
掴生エ毎}

植生生育状況 1値生工あり(a良好b一部生育不良。c全体生育不良) ト¥
施設背面の変状 1構造物背面のすきま(背面地盤侵食による浮きなど)

破損・欠損
1欠損・2ひび割れ・3脱落

4破断・5中詰材の流出(箱枠等の場合)

土留め工 変位・変形 1ずれ・2はらみ出し・3傾動

口 (腰止ブロック 腐食 1発錆(縫枠工などの場合)

付 等) その他 1湧水(裏込め土等の流出を伴う、流畳が大きい)

帯 施設背面の変状 1吸出し・2陥没・3侵食・4湧水・5構造物背面のすきま
施

基礎地盤の変状 1沈下・2隆起(地盤に後している本体の変形で判断)設

※ 口 暗きょエドレーンエ 閉塞(孔口状況) 1土砂堆積 2.落葉等堆積 3植物侵入 4その他

破領・欠損 1欠損.2ひび割れ.3摩耗
排水路工 変位・変形 1屈曲.2ずれ(園地切れ和 3逆勾配
ロ (集水升エ・落差

腐食 1発錆工含めて評価)

閉塞・埋没 1土砂堆積 2.落葉等堆積 3纏物侵入 4.その他

※必要に応じ類似した工種間査調査票を用いて各関川に紅て判定する。 I③蹴の健全度(i-iv) 
[量も置い陣世の檀童置に基づいて決定]

※①変状レベル(a-d)、②部位の健全度(A-D)、③施設の健全度(i-iv)の順に各々震も悪い評価を統合し、施設全体を評価する。

③←②←①  評価指標

ーSe全虚.--A B C D 

置 a 項目に挙げた現象・状況が貝られない、もしくは目視困難なほど軽微である (機能低下していない状態)

状 b 項目に挙げた現象・状況に対し軽微な変状がある (本質的に支障はないが放置すると機能低下を招く恐れがある状態)
レ
ペ c 項目に挙げた現象・状況に対し限定的(局所的)ではあるが明らかな変状がある ー(機能低下している状態)
Jレ

ー(明らかに機能低下、または機能喪失している状態)d 項目に挙げた現象・状況に対し者しい変状がある

施設周辺地盤状況 口施役機能に影響する変状がある |口施設後能に影響する変状がない |

その他の状況 I 
‘主主色言書'1ilIi 該当する選択綾i二Oを付ける.点検者から施畿管理者への伝達事項としてf対応の§安jを示す.

対応の目安 判断目安(原則、判断の目安に沿って選択する。原則とは異なる選択をする場合は理由をコメント綱に必ずle入する。)

問題なし 施設の健全度が lである場合(部位白檀全度全て酬の場合}

覧視 施設の健全度が 11である場合(部位白檀盆置でBがつでも倉まれる場合)

軽微な繍修 施設の健全度が川である場合(部位の憧童置でCがつでも含まれる場合)

補修・更新 施設の健全度がIV(師位白檀童置でDが一つでも吉まれる唱合}であり、かつ要因が明らかである場合や対応方法が明確な場合

要詳細調査 施設の健全度がIVであり、かつ要因が明らかでない場合や対応方法が明確でない場合

緊急対E片
の必要

【やが判斬瞳断た損目怠安③置】人拭①的地②被す災害べ害発り等由生で田再施懸活段動章I 状況と I 
対応策

-点検結果と対応の目安に対するコメント変伐の芳三主要Eの品rJE.正吉t'iifu.百の'fJJItffJAE1J事
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表Ⅰ-2.5.11 様式-3(1):型 07-1 概査調査票：排土工(切土法面保護工) 

竃宅轟宅!l0)I4:1なしペル 各項目で当てはまる扶況の番号をIB.入し、 最も悪い扶態についてレベル判定する.また、判定額拠とする写真番号を示す.

状況 (異常な状況がない場合は0とする ①変状レベル ②部位の
エ種 ・部位 項目 健全度複合的な状況その他の繍合は9とする) a I b c I d 該当写真 (A-D) 

4非 破績・欠t員 1亀裂・2崩落・3侵食・4洗掘
排土法面

土
ロ排土平担面

変位・変形 1はらみ出し・2沈下・3隆起
工

その他変状 u勇水・2土境への水の流入・3.その他

破損・欠損
1欠損・2ひび割れ・3脱落

;去面保護工 4破断・5中詰材の流出(繕枠エなどの場合)
{モルタル・コンクリー

変位・変形 1ずれ・2はらみ出し・3傾倒'4沈下
;去
ト喧付I.現渇打ちま
ロ梓工、ブレキャスト洛

腐食 1発鋪(縞枠工などの場合)面 枠工、石張工.融筋

保
挿入工.筒工、縄柵

植生生育状況 1植生工あり(a良好，b一部生育不良，C全体生育不良) ¥ 工‘植生工等〉
護 施設背面の変状 1構造物背面のすきま(背面地盤侵食による浮きなど)
工

1擁壁(枠)工併用工法※
(土圧や地すベ
ロ りに対抗するも 右の工種の変状 2杭工

の) 3アンカー工

付 破損・欠領 1欠損・2ひび割れ・3摩耗
帯 排水路工 変位・変形 1屈曲・2ずれ(目地切れ船 田3逆勾配
施 口 (集水升エ・落差

腐食 1発鋪設 工含めて評価)

※ 閉塞・埋没 1土砂土佐積 2落葉等堆積.H直物侵入 4その他

※併問は叫ごとに評価し ①掛川の淵に吋果を記録枕 |③蜘問(i-iv)仁コ
(男IJ途該当する調査票を用いて評価する。その際、併用工法の施設の健全度 1=a ，ii =b， I [量も畢い部位田恒盆置に基づいて決定]
iii =c. iv =dと置き換えて本票へ記録、存在しなければ空欄とする)

※水抜きボーリング工等の地下水排除工が併設されている場合は、男IJ途該当する調査票を用いて評価すること。その際、本票で付帯施

設とした排水路工との後続部を様式-3(2)に明記すること。

※①変状レベル(a-d)、②部位の健全度(A-D)、③施設の健全度(i-iv)のI1債に各々最も悪い評価を統合し、施設全体を評価する。

③ ← ②←①  評価指標

施 l 部 A Jd~ 項目に挙げた現象・状況が見られない、もしくは目視困難なほど軽微である
(機能低下していない状態)

般「 位『 状 b 項目に挙げた現象・状況に対し軽微な変状がある …(本質的に支障はないが放置すると機能低下を招く恐れがある状態)zr のドー レ世 C .-< Ic 項目に挙げた現象・状，兄に対し限定的(局所的)ではあるが明らかな変状がある ー(機能低下している状態)sr 全トーー Jレ度 D d 項目に挙げた現象・状況に対し者しい変状がある (明らかに俄能低下、または機能喪失している状態)

鑑訟周辺地盤状況
口施設慨に影響する変状がある |

ロ施設機能に影響する変状がない

その他の状況

-官主色言再軍 該当する選択肢iこOを付ける。点検者から施設管理者への伝達事項としてf対応の呂安jを示す.

対応の目安 判断目安{原則、判断の目安に沿って選択する。原則とは異なる選択をする場合は理由をコメント欄に必ず記入する。)

問題なし 施設の健全度が iである場合(部位の健全度全てがA町場合}

監視 施設の健全度が Hである場合(剖位の世圭直でBが一つでも含まれる場合)

軽微な補修 施設の健全度がiiiである場合(剖世田健主直前がつでも含まれる唱合}

補修・更新 施設の健全度がIV(部位の健全庄でDが一つでも吉まれる場合)であり、かつ要因が明らかである場合や対応方法が明確な場合

要詳細調査 施設の健全度がwであり、かつ要因が明らかでない場合や対応方法が明確でない場合

緊急対応Hま
の必要性

が[や判新暗断た揖目な安③置I人状①的地@被す担害ベ害艶り等生由で田再施軽活霞量動I 状況と I 
対応策

-主主険結集と対応の亘支に対するコメント変状の発生要留の鑑定、 総合野価の判筋理由等
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表Ⅰ-2.5.12 様式-3(1):型 08-1 概査調査票：擁壁(枠)工 

  地すべり防止施設機能診断調査

※施設群の評価は様式-3(1)型00-1

/ /

年

（調査票番号： ）

□ □ □ □ □ □ 他

□ ：

各項目で当てはまる状況の番号を記入し、最も悪い状態についてレベル判定する。また、判定根拠とする写真番号を示す。

a b c d

基礎地盤の変状 1.沈下・2.隆起(地盤に接している本体の変形で判断)

③ ← ② ← ①

ⅰ A a ：項目に挙げた現象・状況が見られない、もしくは目視困難なほど軽微である

ⅱ B b ：項目に挙げた現象・状況に対し軽微な変状がある

ⅲ C c ：項目に挙げた現象・状況に対し限定的（局所的）ではあるが明らかな変状がある

ⅳ D d ：項目に挙げた現象・状況に対し著しい変状がある

□ 施設機能に影響する変状がある

□ 施設機能に影響する変状がない

該当する選択肢に○を付ける。点検者から施設管理者への伝達事項として「対応の目安」を示す。

有

無

変状の発生要因の推定、総合評価の判断理由等

＜擁壁(枠)工＞

■現地確認事項

■部位の変状レベル

※破壊・欠損・変位・変形に裏込め土等の流出が伴う場合は、コメントを残すこと。

※①変状レベル(a～d)、②部位の健全度(A～D)、③施設の健全度（ⅰ～ⅳ）の順に各々最も悪い評価を統合し、施設全体を評価する。

■総合評価

■点検結果と対応の目安に対するコメント

様式-3(1)　：型08-1 概査調査票 (個別施設記録用)

③施設の健全度(ⅰ～ⅳ)
[最も悪い部位の健全度に基づいて決定]

付

帯

施

設

本

体
□ 擁壁(枠)工

閉塞・埋没

1.発錆

その他※ 1.湧水(裏込め土等の流出を伴う、流量が大きい)

施設背面の変状 1.吸出し・2.陥没・3.侵食・4.湧水・5.構造物背面のすきま

1.破断・2.緩み

緊急対応

の必要性

破損・欠損

変位・変形落石防護柵等□

1.土砂堆積･2.落葉等堆積･3.植物侵入･4.その他

腐食 1.発錆

□
法尻水路部

(法尻水路・水

抜き管)

　
腐食

評価指標

部

位

の

健

全

度

変

状

レ

ベ

ル

……………（機能低下している状態）

………（明らかに機能低下、または機能喪失している状態）

…………（機能低下していない状態）

…（本質的に支障はないが放置すると機能低下を招く恐れがある状態）

要詳細調査 施設の健全度がⅳであり、かつ要因が明らかでない場合や対応方法が明確でない場合

対応の目安 判断目安（原則、判断の目安に沿って選択する。原則とは異なる選択をする場合は理由をコメント欄に必ず記入する。）

問題なし 施設の健全度がⅰである場合（部位の健全度全てがAの場合）

監視 施設の健全度がⅱである場合（部位の健全度でBが一つでも含まれる場合）

軽微な補修 施設の健全度がⅲである場合（部位の健全度でCが一つでも含まれる場合）

補修・更新 施設の健全度がⅳ（部位の健全度でDが一つでも含まれる場合）であり、かつ要因が明らかである場合や対応方法が明確な場合

施設周辺地盤状況

その他の状況

施

設

の

健

全

度

施設状況 問題あり種類

破損・欠損 1.欠損･2.ひび割れ･3.摩耗

変位・変形 1.屈曲･2.ずれ(目地切れ等)　･3.逆勾配

観測施設 計測器名 問題あり

1.折れ・2.曲がり

湧水状況
湧水状況

水質状況 計測値等

ふとん籠 片法枠 籠枠 ブロック積み工 コンクリート擁壁工

流水あり 流量(最大)

点検年月日 天候 点検者

区域名 地すべりﾌﾞﾛｯｸ名 施設名

構造/材質 高さ 延長

【判断目安】①地すべりの再活動や

新たな変状　②災害等で施設が破損

③人的被害発生の懸念

状況と

対応策

緯度 経度

施工年度

工種・部位 項目
　　状況　（異常な状況がない場合は0とする,

　　　　　　　　複合的な状況その他の場合は9とする）

①変状レベル ②部位の

健全度
（A～D）該当写真

破損・欠損※
1.欠損・2.ひび割れ・3.脱落

4.破断・5.中詰材の流出（籠枠工などの場合）

変位・変形※ 1.ずれ・2.はらみ出し・3.傾倒

腐食 1.発錆（籠枠工などの場合）

l/分

問題あり

問題あり
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表Ⅰ-2.5.13 様式-3(1):型 08-1 概査調査票：杭工 

様式-3(1) 型09-1

工種・部位 項目
状況(異常な状況がない場合は0とする ①変状レベル ②健部全位度の
復合的な状況その他の場合は9とする) a 1 b 1 c 1 d 骸当写真 (A-O) 

本体 1杭頭の配列の乱れ
[;主意]杭の地

2杭の傾き
杭 中部分は目視

エ
口点検が困難なた 変位・変形 3地盤と杭との隙間
め、杭頭と周辺 4杭の被け上がり
の地盤との相対
的な変状に着目 5中妓け(杭の聞の地盤の中抜け)

破鍋・欠鍋
1欠領・2ひび割れ・3脱落

4破断・5中詰材の流出(純粋等の場合)

土留めエ
変位・変形 1ずれ・2はらみ出し・3傾倒

付
口 (腰止ブロック 腐食 1 i発錆(錨枠工などの場合)

帯
等) その他※ 1湧水(裏込め土等の流出を伴う、流量が大きい)

施 施設背面の変状 1吸出し・2陥没・3侵食・4湧水・5構造物背面のすきま

設 基礎地盤の変状 1沈下・2隆起(地盤に綾している本体の変形で判断)
※ 

破損・欠損 1欠慣・2ひび割れ目3白地切れ目4摩耗
口頭部連結工

変位・変形 1ずれ・2はらみ出し・3傾倒

ロ アンカー工
破繍・欠鍋 Lt員傷・2飛び出し

腐食 1 i発錆

※必要に応じ、類似したエ種用の点検票を用いて、各点検ポイントに準じて判定する。
| ③蹴の問(山 V 仁コ[量も車い飾位の健全置に基づいて決定]

※①変状レベル(a-d)、②部位の健全度(A-D)、③施設の健全度(i-iv)の11直に各々最も悪い評価を統合し、施設全体を評価する。

③←②←①  評価指標

-Z 慎2E7 1A -
置 a 項目に挙げた現象・状況が見られない、もしくは目視困灘なほど軽微である (機能低下していない状態)

状 b 項目に挙げた現象・状況に対し軽微な変状がある ー(本質的に支障はないが放置すると機能低下を招く怒れがある状態)
レ

ペ c 項目に挙げた現象状況に対し限定的(局所的)ではあるが明らかな変状がある (機能低下している状態)，C 
ーー(明らかに機能低下、または機能喪失している状態)d 項目に挙げた現象・状，兄に対し者しい変状がある

施iIl:周辺地盤状況
ロ 施設機能に影響する変仇る |

口 施設機能に影響する変状がない

その他の状況

‘軍主色言再司h 骸当する選択肢にOを付ける。点検者から施設管理者への伝達事項としてf対応の呂安jを示す.
対応の目安 判断目安(原則、判断の目安に沿って選択する。原則とは異なる選択をする場合は理由をコメント欄に必ず犯人する。)

問題なし 施設の健全度が lである場合〈郁位田健全車会てが同鳩合)

監視 施設の健全度が 11である場合〈部位白檀金塵でBが一つでも吉まれる場合)

軽微な補修 施訟の健全度が川である場合(師位の健主度でCが一つでも吉まれる場合}

補修・更新 施設の健全度がiv(部位由憧宝庫で0が一つでも含まれる場合)であり、かつ要因が明らかである場合や対応方法が明確な場合

要詳細調査 施設の健全度がIVであり、かつ要因が明らかでない場合や対応方法が明確でない場合(地盤内師由確毘が必要悲鳴合和

緊急対峠
の必要

やが[判瞳新断た揖目t"安③置】人状①的地②被す虫害べ害発り等生ので白再施睦活盤章動I l 状況と I 
対応策

-点検結果と対応の目安に対するコメント1ftxの芳三主要EのItJE.正gg-Rfilolの/lJIIJj9A古亨
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表Ⅰ-2.5.14 様式-3(1):型 10-1 概査調査票：アンカー工(1) 

ヱ種・部位 項 目
状況 (異常な状況がない場合は0とする， ①変状レベル ②部位の

纏合的な状況その他の場合は9とする) E査当写真
健全度

a I b c I d (A-O) 

テンド
ロ テンドン

飛び出し・彼け落ち 1、Tンドンの飛び出し、 2.1&け落ち ド¥¥ 
J 、

腐食 1、頭部保護がない場合のTンドンの腐食 ト¥¥ 
頑

変位・変形 1、頭部コンヲリートの浮き上がり 尺又
部 1、破鏡'2部分的な欠績 尺 又
コ 破損・欠損

3、O.5mm幅を超える程度のひび割れ f'.... ¥ ン口頭部コンク
ヲ リート 1、頭部コンヴリート背面からの漏水・錆汁 内¥ ¥ 
'J 

:aJi I ~ その他 2、頭部コンヲリー卜からの遊離石灰 ¥ ¥ 
部 ト 3、頭部コンヴリート背面に隙間 ¥ ¥ 
保 変位・変形 1、頭部キャップの浮き ト¥¥ 
議 頭 破煩・欠損 1、頭部キャップの爆傷・2、緩み・3、欠落 ト¥ ¥ 
部

キ 口頭部キヤツ 腐食・変質 1、頭部キャップの材質劣化・Z、肉厚減少'3.浮きを伴う腐童 尺 又
ヤ プ 固定ボルトの状態 1、固定ボルトの破繍・腐食・2、緩み 又又
ツ

プ
その他

1、頭部キャyプ背面からの漏水 ¥ ¥ 
2、頭部キャップ周辺の防錆j由漏れによる汚れ ¥ ¥ 

変位・変形
1、プレートが人力で回転可能 ¥ ¥ 
1、頭部・プレートの浮き(目視による確認) ¥ ¥ 

プレー
ロプレート 腐食・変質 1、プレートの肉厚減少や浮きを伴う腐食 ¥ ¥ ト

その他
1、プレート背面からの漏水 ¥ ¥ 
1、プレート周辺の汚れ 又又

破績・欠損 1、O.5mm幅以ょの連闘したひび割れ 2.睡量等を伴うひび割れ 又 又
受圧 変位・変形 1、受圧術造物の大きな変状 ¥ ミ
情造
口受圧構造

腐食・変質 1、受圧構造物の肉厚減少や浮きを伴う腐食 ¥ ¥ 
物

物

¥ ¥ 2、アンカー直下まで遣するような大きな隙間
その他

3、受圧構造物周辺の湧水 卜¥ 卜¥
異常割合((2)より転記) 異常アンカーの本数 本全数に対する割合 首 | ③施設の健全度(i-iv) 

出①献レペJl，.{a-d)、②部位の憧全酔 -0).③施伽健全度(I-iv)白廟に各々 置も悪い評価を統合し.施政金財閥する. I [量も畢い即位由健全置に基づいて相仁コ
③ ← ② ← ① 評価指標

施 l 部 A 置 a 項目に挙げた現象・状況が見られない、もしくは目視困鍵なほど軽微である .(機能低下していない状態)

股hi位 トー 状 b 項目に挙げた現象・状況に対しj軽微な変状がある (本質的に支障はないが放置すると機能低下を招く恐れがある状態)
レ
ペ c 項目に挙げた現象・状況に対し限定的(局所的)ではあるが明らかな変状がある (機能低下している状態)，. 
d 項目に挙げた現象・状況に対し著しい変状がある (明らかに機能低下、または機能喪失している状態)

施設周辺地盤状況 口施設機能に影響する変状がある |ロ施設機能に影響する変状がない I
その他の状況 I 
-軍主色香里凪 該当する選択肢にOを付ける。点検者から施設管理者への伝達事項としてf対応の目安jを示す。

対応の 目安
判断 目安 (原則、判断の目安に沿って選択する。原則とは異なる選択をする場合は理由をコメント欄に必ずle入する。)

応点数 合計欄 D施殴の健全度による点数 ②異常割合による点数

問題なし - 0 
右柵q冶池田条件に 。施盤白檀量産がlである頃合{都世田恒盆宜主てがAの渇合} 。異稼アンカーが全数の20軸禾漬
陸当する点融を算出

監視 ー 1-2 し、合軒点①+②+ 1 施股田健全産が"である唱合{部位の健全置でBが一つでも吉まれる場合} 1 異常アンカー金量の20軸~回同
③に応じて区分を判

軽微な補修 - 3 断 2 施股白檀全置がiiiである場合{部位の健全置でCが一つでも含まれる場合) 2 異常アンカ 金融の50崎以よ

補修・更新 - 4 
① 4 施肢の健全置がivである鳩合{部位の健全置でDがーつでも吉まれる場合)

要詳細調査 - 5以上 ①+②+③= ③加点 I +1 ，(向 山である唱倉山つ要因や対応方法が明確で川合 {加点叫釘付ける}

緊急対日
の必要

【やが判斬唖断た慣目な安③置】人紋①的地②織す虫害ぺ害尭抑場生で田制施懸恒章動I 状況と
対応策

-魚絵総署長ヒ対応の百雪量に対するコj.ント変状の発生要因の推定、総合評価の判断理由等



Ⅰ-68 

 

表Ⅰ-2.5.15 様式-3(1):型 10-2 概査調査票：アンカー工(2) 

線式-3(1) 型10-2 概杏調杏票 (個別腕詩型録用) 地すベり防止施設機能診断調査

経度

項 目 基本情報調査結果 現地確箆結果 備考

工法

間隔(縦x繍) x X 

配置(段x列) × × 

受圧楠造物仕様

受圧嫡造物の規格

既往変状・活動履歴

-点検結果

。も.7'，./力一弘1二瓢守る尊敬倍々のアンカーごとに各項目i二当てはまる場合はrOJ差付ける。なお、段数と番号は必ず記入すること。

a レ 段

'‘ 検 ベ 異常が見られる項目 昔+
2ル

番 '‘ 
テ d子ンドンの飛び出し、篠け落ち
ンン
ド d 蹟部保援がない場合の子ンドンの廊食

d頭部コンヴリートの浮き上がり
碩
破揖・部分的な欠鍋.1 c 

コ
O.5mm帽を鎧える程度のひび割れン C

ク
リ C 頭部コンクリート背面からの漏水・鏑汁

ト.1 1 b 頭部コンヲリートからの遊雌石灰

b 頭部コンヴリート背面に隙間

d頭部キャップの浮き

闇 C 頭部キャップの鍋傷・緩み・欠落

• 園鶴キャップの材質劣化・問庫減少や浮きを伴う腐食キ C

ャ.; I b 固定ボルトの破鍋・腐食・緩み
プ C 頭部キャップ背面からの湯水

b頭部キャップ周辺の防鋪油漏れによる汚れ

dプレートが人力で回転可能

プ C 頭部・プレートの浮き(目視による確認)
レ
プレートの肉厚減少や浮きを伴う廊食1 I C 

ト C プレート背面からの漏水

bプレート周辺の汚れ

C IO.5mm帽以上由連幌したひび割れ.段差等を伴うひび膏lれ

" 1 C 圧
受圧情造物の大きな変状

1111 C 受圧構造物の肉厚減少や浮きを伴う腐食
直

楠 c アンカー直下まで遣するような大きな隙間

c受圧構造物周辺の湧水

その他項目 |子ンドンの飛び出し防止対策がある ¥ 
(評価対象外) I打音調査で異音を確認 ¥ 
個 々のアンカーの解値幅-d量も思い項目のレベル} ¥ 
| 異常アンカーの本数 | 本(全数に対する割合 %)1 レヘ・品の内訳 1 a 本Ib 本IC 本Id 本|

※「異常アンカーの本数Jは「レベルb-dのアンカーの本数』とする。『異常アンカーの本数Jを調査票(1)へ転記する。

完主1型思1犠宜己主雪量 その他確認された事象、異常の発生原因の推定等

-ヌロック肉、境界周辺の段差、亀裂等の有無

・アンカーエ周辺を中心としたブロック肉の湿潤(湧水)の有無




